
　

岸
田
内
閣
が
掲
げ
る
経
済
政
策
の
実
現
に
向
け
、
党
則
79
条
に
基
づ
く
総
裁
直
属
機

関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
「
新
し
い
資
本
主
義
実
行
本
部
」
の
初
会
合
が
11
月
25
日
、
開

か
れ
た
。
本
部
長
に
岸
田
文
雄
総
裁
、
本
部
長
代
行
に
茂
木
敏
充
幹
事
長
、
顧
問
に
甘

利
明
前
幹
事
長
が
就
任
し
、
政
府
と
党
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し

た
。
今
後
、
有
識
者
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
な
ど
議
論
を
重
ね
た
上
で
、
政
府
へ
の

提
言
を
取
り
ま
と
め
る
方
針
。
（
岸
田
本
部
長
の
あ
い
さ
つ
要
旨
は
別
掲
）

　

「
大
き
な
時
代
の
変
革

期
に
当
た
り
、
わ
れ
わ
れ

自
民
党
が
日
本
の
未
来
を

見
据
え
て
経
済
・
社
会
体

制
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て

し
っ
か
り
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

が
実
行
本
部
の
存
在
意
義

だ
」

　

初
会
合
に
臨
ん
だ
岸
田

本
部
長
は
こ
の
よ
う
に
あ

い
さ
つ
し
、
「
成
長
と
分

配
の
好
循
環
」
と
「
コ
ロ

ナ
後
の
新
し
い
社
会
の
開

拓
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

た
「
新
し
い
資
本
主
義
」

の
実
現
に
改
め
て
意
欲
を

示
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
同
本
部
の

小
倉
將
信
事
務
局
長
が
今

後
の
検
討
項
目
案
に
つ
い

て
説
明
し
、
意
見
を
交
わ

し
た
。

　

検
討
項
目
案
で
は
、
日

本
経
済
と
世
界
経
済
が
直

面
す
る
問
題
の
原
因
、
成

長
が
適
正
な
分
配
に
つ
な

が
ら
な
い
原
因
な
ど
を
し

っ
か
り
分
析
し
た
上
で
、

①
新
た
な
資
本
主
義
と
は

②
成
長
戦
略
③
分
配
戦
略

④
新
た
な
戦
略
の
策
定
―

―
を
柱
に
議
論
を
重
ね
て

い
く
方
針
が
示
さ
れ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
成
長
戦

略
で
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
位
置
付
け
や

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
な
ど
、
分
配
戦
略
で

企
業
収
益
を
雇
用
者
報
酬

の
増
加
に
つ
な
げ
る
上
で

の
諸
課
題
、
よ
り
幅
広
い

分
配
と
迅
速
か
つ
隅
々
ま

で
届
く
分
配
を
実
現
す
る

政
府
の
役
割
な
ど
の
項
目

が
挙
が
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
出
席
議

員
か
ら
も
「
成
長
が
適
正

な
分
配
に
つ
な
が
っ
て
い

な
い
」
と
の
意
見
が
多
く

出
さ
れ
、
労
働
分
配
率
の

向
上
に
向
け
た
方
策
が
急

務
と
の
認
識
で
一
致
。
今

後
精
力
的
に
議
論
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

茂
木
敏
充
幹
事
長
は
11

月
28
日
、
沖
縄
県
沖
縄
市

で
就
任
後
初
め
て
、
国
民

と
の
車
座
集
会
を
開
催
し

た
。
同
幹
事
長
は
就
任

後
、
最
初
の
出
張
先
に
沖

縄
県
を
選
び
、
車
座
集
会

で
は
、
観
光
、
漁
業
、
医

療
・
看
護
、
若
者
の
代
表

か
ら
の
声
を
聞
い
た
。

　

沖
縄
県
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
人
口
10
万
人

当
た
り
の
感
染
者
数
が
７

月
末
か
ら
約
２
カ
月
に
わ

た
り
全
国
最
多
と
な
り
、

基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
は

深
刻
な
打
撃
を
受
け
て
い

る
。
出
席
者
か
ら
観
光
業

へ
の
支
援
を
求
め
ら
れ
た

茂
木
幹
事
長
は
「
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
の
社
会
経
済
活
動

を
再
開
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
し
、
「
ワ
ク
チ

ン
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
デ
ジ

タ
ル
化
な
ど
で
、
安
心
・

安
全
な
観
光
の
再
開
を
後

押
し
す
る
考
え
を
強
調
し

た
。

　

ま
た
、
軽
石
漂
着
で
休

漁
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
漁

業
者
に
は
、「
補
正
予
算
で

軽
石
漂
着
対
策
に
１
８
０

億
円
の
予
算
を
計
上
し
て

い
る
。
補
償
も
含
め
対
応

し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
他
に
医
療
・
介
護

へ
の
支
援
や
、
若
者
の
代

表
か
ら
「
沖
縄
の
未
来
の

た
め
に
、
子
供
の
貧
困
対

策
、
教
育
の
充
実
を
」
と

い
っ
た
声
を
受
け
止
め
た

茂
木
幹
事
長
は
、
「
貴
重

な
現
場
の
声
を
実
現
す
る

の
が
自
民
党
の
力
。
与
党

と
し
て
し
っ
か
り
取
り
組

む
」
と
力
強
く
応
じ
た
。

　

茂
木
幹
事
長
は
今
後

も
、
積
極
的
に
地
方
に
出

向
き
車
座
集
会
を
開
催
す

る
方
針
で
、
現
場
の
声
を

政
治
に
反
映
さ
せ
る
活
動

の
先
頭
に
立
つ
。

　今、世界においては、新しい経済・社会体制を模索する動き
が進んでいる。大きな時代の変革期に当たり、われわれ自民党
が、日本の未来を見据えて、経済・社会体制のありようについ
てしっかり考えていかなければならない。これが新しい資本主
義実行本部の存在意義だと思っている。
　政府と民間がそれぞれ役割分担をしながら、科学技術、デジ
タル、環境、経済安全保障などの課題に取り組んで大胆な投資
を行い、成長の果実を多くの国民にしっかり実感してもらう。
それが消費を喚起し、次の成長につながっていく。こうした成
長と分配の好循環によって、持続可能な経済、さらには人にし
っかり投資できる経済を実現し、世界の大きな流れに後れを取
らないように、しっかりとした経済を考えていかなければなら
ない。
　政府においては、10月に「新しい資本主義実現会議」を設置
した。来春を目指してグランドデザインを描いていきたいと考
えている。党実行本部においても政府の取り組みに提言をお願
いしたい。

新
し
い
資
本
主
義
の
実
現
に
向
け
、
出
席
議
員
に
活
発
な

議
論
を
呼
び
掛
け
る
岸
田
文
雄
本
部
長
（
総
裁
）

茂木敏充幹事長（中央左）は現場の切実な声に耳を傾けた

岸田本部長あいさつ要旨

成長と分配の好循環を実現

茂
木
幹
事
長
　
沖
縄
で
初
の
車
座
集
会

新
し
い
資
本
主
義
実
行
本
部

「
貴
重
な
現
場
の
声
、自
民
党
が
実
現
」
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